
議事２   「新たな道路計画案」の概要 

 資料６  





はりまや町一宮線の位置づけ 

・はりまや町一宮線は、高知駅周辺の慢性的な渋滞を解消し、南
北の通行をスムーズにするため、ＪＲ土讃線の連続立体交差事
業と一体となった街路事業です。 
・工事中断区間の４車線整備を行うことで南北交通がスムーズに
なります。 

③はりまや町一宮線は、市の中心部を通過する車を減らす 
  市街地環状機能の役割もあわせて持つ 

 はりまや町一宮線は、高知市中心部の交通をスムーズにし、高知ＩＣとのアクセス向上を図る重要な道路です。 
 そのうち、はりまや工区において工事中断区間の約２８０ｍが未整備で２車線のままとなっています。 

高知IC 

南北の交通をスムーズにし、渋滞を解消 

相生町踏切(整備前) 相生町踏切（はりまや町一宮線整備済区間) 

渋滞 
解消 

①ＪＲ土讃線の連続立体交差事業 
 ・渋滞の原因であった11カ所の踏切が除去され渋滞が解消されました 

②はりまや町一宮線の４車線整備事業 
 ・はりまや町一宮線は、連続立体交差事業によりスムーズになった 
  南北の交通を受け持つ４車線道路です 

＋ 
はりまや橋 
観光バスターミナル 

市街地環状ネットワークを形成し市街地の混雑を改善 

・はりまや町一宮線は、４車線道路である産業
道路や国道３２号（電車通り）などとあわせて、
市街地を囲む環状ネットワークを形成します。 
・ネットワークの完成により、市街地へ集中・通
過する交通を分散し、道路混雑を改善します。 

JR高知駅 

はりまや町一宮線 比島町 

高知ICと高知市中心部とのアクセスが向上 

・はりまや町一宮線は高知ＩＣと「はりまや橋観光バスターミナル」
等の高知市中心部を結ぶ重要な幹線道路の一部です。 
・利便性の高さから工事中断区間も 
 高速バスや観光バスの経路として 
 利用されています。 
・４車線整備を行うことで高知市中心 
 部から高速道路までの利便性がさ 
 らに高まります。 はりまや町一宮線工事中断区間 

工事中断区間がネットワークのボトルネックとなっているため、交通の様々な問題が生じています 
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１．安全でスムーズな交通の確保 

工事中断区間の４車線整備を行うことで、渋滞を緩和し車の流れをスムーズにします。 
広い歩道の整備により、児童や高齢者等全ての歩行者と自転車の安全を確保します。 

■交通量の増加により渋滞が発生 

■広い歩道を整備して歩行者の安全を確保 

現 状 整備後 

渋滞 3.2 3.2
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渋滞による交差点内
への車のはみ出し 
 

1.2～1.4m 
すり抜けて
通行 危険 

新たな道路計画案 

はりまや工区の工事中断区間の現状 

・北側区間の４車線整備により、JRを交差する 
 南北のアクセスが向上 

交通量が増大（１日あたり１０，６００台） 

・２車線道路の交通容量である１日あたり 
 9,600台を超える交通量 
・整備前の約3.3倍に増加 

・２車線の交通容量を超える車の通行により、渋滞が発生 
・電車通りとの交差点では、渋滞により車が交差点内にはみ出て 
 停車し危険な状態 

■歩道が狭く、通学の児童等が危険 

・歩道幅は狭いところで 

 1.2～1.4m 

・すれ違いの際は、交通量 

 が多い車の間を自転車が 

 すり抜けて通行 

危険 

・電車通りとの交  
 差点では、車道 
 幅が狭いため大 
 型バスは停止車 
 両のすれすれを 
 進入 危険 

■生活道路が抜け道として利用され危険 

・はりまや工区の 
 渋滞を避けた車 
 が、歩道のない 
 周辺の生活道路 
 を通行 

1.2～1.4m 3.0m 

・車いすとのすれ違いも可能である 
 幅3.0mの歩道を整備 
・現在よりも2m以上幅が広く安全 

■４車線整備により渋滞を解消 
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（はりまや工区西側の南北道路） 
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現 状 整備後 

２車線 
４車線 

右折レーン 

・交通量に十分対応可能な４車線に拡幅 
・交差点部には右折レーンを設置し混雑を抑制 
・広い車道の整備により大型車が通行しても安全 

H42 

・例えば市道北街１号線に流れ込む車が１日
あたり2,900台から100台未満に減少 

工事中断区間の交通量 

整備後 整備後 

10.6 

3.2 

■車道が狭く大型バスの通行に支障 

●工事中断区間の交通量 

■抜け道利用をはりまや町一宮線に集約 

改善策 

人口減少を考慮した将来においても 
ネットワークが構築され交通量が増大 
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H42 

17.6 

（平成42年の交通量；１日あたり17,600台） 



  ２－１．希少動植物が生息・生育する環境の保全 

希少動植物の分布 

新堀川は、市街地に希少動植物が生息・生育する貴重な環境です。 
～工事完成区間の狭いスペースにおいても希少動植物が生息・生育～ 

国
道
32
号

櫻
井
橋

新堀駐車場

４車線完成区間 未整備区間 

江
ノ
口
川 

新堀駐車場（営業中） 
新堀駐車場（廃業） 北 

南 

西 

東 

桜
井
橋 

 
トビハゼ 

干潟 

日が当たらない環境においても試験的に一部
撤去した隙間に日が当たりコアマモが生育 

 
ｼｵﾏﾈｷ、ﾄﾋﾞﾊｾﾞ 

干潟 水面  コアマモ 

     シオマネキ 
     トビハゼ 

水中 

干潟 

シオマネキ 

コアマモ 

トビハゼ 

・既に工事が完成した区間においても、試験的に一部撤去した駐車場部の狭小スペースにおいても、日が当たることで 
 希少動植物の生息・生育が継続して確認されています。 

駐車場撤去前 

新堀橋 

駐車場 

現在 

工事中 

 
コアマモ 

水中 

工事完成区間においても希少種が生息・生育 

・工事が完成した桜井橋付近 
 の小さな干潟では、継続的 
 にシオマネキを確認 
・トビハゼも確認されている 

現在 

・工事が完成した 
 新堀川水門付近 
 では、コアマモ 
 群落が横堀公園 
 前に次ぐ規模に 
 拡大 

分
布
範
囲

が
拡
大 

平成26年 平成28年 

 
コアマモ 

水中 

凡例 

資料６ （３/７） 

密度;高 

密度;中 

密度;低 

駐車場 

新堀橋 

駐車場 
撤去 

工事を行った区間でも 
希少種が生息・生育 

コアマモが定着・増殖 

・4車線完成区間では、事前にシオマネキを他の生息地へ移植して道路拡幅工事を行いました。 
・工事完成後は、希少種が自然に定着し継続して確認されています。 

シオマネキ 

トビハゼ 



(東側・公園側） 

コアマモ生育環境 
（水面） 

シオマネキ・トビハゼの生息環境 
（干潟） 

アシ 

（西側・道路側) 

干潟＋水面の創出（横断①-①） 

9 m 

T.P. 0.1 

干潟の創出（断面③-③） 

(西側） 

アシ 

(東側） 

T.P. 0.1 

水面の創出（断面②-②） 

8 m 

  ２－２．希少動植物が生息・生育する環境の保全 

はりまや町一宮線の整備に際しては、新堀川における希少種の生息・生育環境に配慮します。 
～現在より日の当たる水面の面積を約２０％拡大し、生態系に優しい環境を創出します。～ 

現在 新たな道路計画案 

創出した環境は、完成後もモニタリングを行い、適宜改善しながら干潟や水面を保ちます。 

未整備区間における水面面積の比較 新たな道路計画案における 
生息・生育環境の創出 

日の当たる水面 

水面範囲 水面範囲 

日の当たらない水面 

日の当たる水面 

日の当たらない水面 

日の当たる水面   A=2,451㎡ 
日の当たらない水面 A=2,917㎡ 
    計      A=5,368㎡ 

日の当たる水面   A=2,044㎡ 
日の当たらない水面 A=3,228㎡ 

    計      A=5,272㎡ 

資料６ （４/７） 

シオマネキ・トビハゼの生息環境 
（干潟） 

コアマモ生育環境 
（水面） 

全
区
間
に
わ
た
っ
て
日
の
当
た
る
水
面
を
創
出 

干潟の 
創出 

水面の 
創出 

干潟・ 
水面 
の創出 

約20%増 

桟橋形式としたことで水の流れ
る空間はほぼ変わりません 

桟橋形式のため道路下も 
魚などが自由に往来できます 



３．歴史や文化の保存と再生 

残存する江戸期の堀は貴重であるため、道路工事の影響を最小限にとどめ歴史的な情緒ある空間を新たに創出します。 
 

 ～西側の石垣は基本的に現位置で保存。東側の石垣は駐車場区間（コンクリート擁壁部）も含め全区間を昔ながらの積み方で復元し、江戸期の風景を再現します。～ 

石垣の保存・復元・再生 

北 

四
国
銀
行
 

木
屋
橋
支
店
 

桜井橋 

は
り
ま
や
橋
小
学
校

 

南 

西 東 

国道32号 
(電車通り） 

天端のみ撤去 
→再利用 

新堀橋 

コンクリート擁壁 

・ 道路に支障となる天端部のみ撤去 
・ 撤去後の石材は、東側の石垣整備に 
    再利用 

・護岸はすべてコンクリート擁壁 

・コンクリート擁壁を撤去する 
・昔から用いられていた野面積の石垣 
 に復元する 

・比較的新しい亀甲積の石垣 

・干潟を創出するため公園を一部切込む 
・亀甲積よりも古くから用いられていた 
 野面積の石垣に再生する 

現状で保存 

・川面が見えるよう道路の幅を縮小する 
・石垣は現状のままで保存 

石垣を復元 

石垣を再生 

・ 石垣が連続して整備 

現況 

天端のみ撤去 
→再利用 

新たな道路計画案 

・ 道路に支障となる天端部のみ撤去 
・ 撤去後の石材は、東側の石垣整備に 
    再利用 

・ 石垣が連続して整備 

駐
車
場
区
間 

(

桜
井
橋
～
新
堀
橋
間) 

横
堀
公
園
・四
国
銀
行
前 

(

新
堀
橋
～
電
車
通
り
間) 

駐
車
場
区
間 

（新
堀
橋
～
桜
井
橋
） 

天端撤去 
再利用 

天端撤去 
再利用 

石垣を 
復元 

再生 
横
堀
公
園
前 

保存 

四
国
銀
行
前 

西側 

西側 

東側 

東側 

東側 

・駐車場で覆われ新堀川が見えない 
・駐車場を撤去し東側に石垣を復元する 
・横堀公園を一部切り込み石垣を再生する 

・ 東西の石垣を確認することが 
  できる 

・ 四国銀行前東側の石垣を保存 
・ 西側は天端部のみ撤去し再利用 

現況 新たな道路計画案 

・ 駐車場で覆われた新堀川 ・ 駐車場を撤去し東側は新たに 
 石垣を復元 
・公園部は現状を切り込み再生 

駐車場 
撤去 

横
堀
公
園
～
電
車
通
り
間 

現況 新たな道路計画案 

現 況 新たな道路計画案 

 上部のみ取り除き 
→東側で再利用 

 上部のみ取り除き 
→東側で再利用 

・駐車場部以外の石垣が連続して 
 残っている 

現 況 新たな道路計画案 

・道路部分は取り除き、西側の石垣 
 に再利用する 
・それ以外は現位置で保存する 

・ 石垣が連続して残っている 

駐
車
場
区
間 

(

新
堀
橋
～
桜
井
橋) 

電
車
通
り
～
新
堀
橋 

保存 

西側 

西側 

・ 東西の石垣が連続して見える ・東側は連続して石垣が見える 
・西側は保存されるが上から見えない 

現 況 新たな道路計画案（ｲﾒｰｼﾞ） 

電車通り～横堀公園 横堀公園～桜井橋 

・道路部分は取り除き、西側の石垣 
 に再利用する 
・それ以外は現位置で保存する 

保存 

・石垣が連続して残っている 

現 況 新たな道路計画案（ｲﾒｰｼﾞ） 

←現位置 
  で保存 

←現位置 
  で保存 
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(第二期高知市中心市街地活性化基本計画(案)） 

「土佐っ歩」事業    

・ エリア内のまち歩き観光コースの拡充  
・ 観光ガイドサービスの充実 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．歴史や文化、自然環境を活かしたまちづくり 

都市計画道路はりまや
町一宮線の整備促進 

干潟創出 
ライン 

グラウンド 

遊具 

周辺案内看板 
トイレ 

武市半平太道場跡の碑 

(第二期高知市中心市街地活性化基本計画(案)） 

 横堀公園整備事業 
 
・ 水辺景観を活かした憩いの場 
 としての再整備 

・ 新堀川を望むことができる開放的な空間となるよう高知市と
連携した整備を実施 

石垣の 
復元 

新市橋の整備 

川面の創出 

干潟の創出 
植樹 

ベンチ・観光案内板の設置 

・ 新たなまち歩きルートに位置付け、新堀川
界隈のにぎわいを創出 

(第二期高知市中心市街地活性化基本計画(案)） 

無電柱化推進事業  
・ 安全で快適な歩行空間 

・ 都市景観の向上 

・ 都市災害の防止 

・ 景観に配慮し、災害にも強い道路とするため、電線類を地中化 

高知市が進める「歴史と文化を感じさせる風情あるまちづくり」に寄与します。 
 

～ 高知市の都市計画マスタープランや中心市街地活性化計画との連携を図ります。 ～ 
～ 歴史案内板や希少種の説明板の設置、新たなまち歩き観光コースの設定などにより、にぎわいの創出を図ります。 ～ 

Ⅰ にぎわいと活力のある都心の形成 

Ⅳ 暮らしの安全・安心の確保 

はりまや町一宮線の工事中断区間の整備 

・南北交通がスムーズに流れる 
・市街地へ流入する通過交通を排除する 

都市交通の円滑化 

城下町の風情を感じるにぎわいのまち 

まちづくりの基本方針 

連
携 

Ⅲ 県都の中心にふさわしい歴史と文化を感じさせる   
  風格あるまちづくり 

新たな道路計画案 

・新堀川東側の市道を歴 
 史の道として整備 
・歴史案内板や希少動植 
 物の説明板を設置 
・新市橋の江戸時代風の 
 整備の検討 
・石垣の保存､復元､再生 

江戸時代の堀や希少動植物が生息等する 
自然環境を観光資源として活用 

新たな道路計画案 

｢土佐っ歩」への位置付け 
未整備区間の無電柱化 

干潟創出に伴う公園の再整備 

Ⅱ 道路ネットワークの形成による都市交通の円滑化 

高知市都市計画マスタープラン 

連携 

高知市中心市街地の活性化計画 

資料６ （６/７） 



新たな道路計画案 

断面② 

断面① 

 断面②（横堀公園前） 断面➂（駐車場(廃業)部) 
断面➀（四国銀行前） 

日の当たる水面幅 

2.0m 

【断面図】 

断面➂ 
断面② 

断面➀ 

四国銀行 
木屋橋支店 

桜
井
橋
 

はりまや橋小学校 

新
市
橋
 

国
道
32号

 

新
堀
橋
 

【平面図】 

【新たな道路計画案のイメージ】 

北 

南 
西 

東 

横堀公園 

桜井橋～新堀橋間 

断面③ 

断面② 

１ 交   通 ： 工事中断区間の４車線整備を行うことで、渋滞を緩和し車の流れをスムーズにします。 
          広い歩道の整備により、児童や高齢者等全ての歩行者と自転車の安全を確保します。 
２ 希少動植物 ： はりまや町一宮線の整備に際しては、新堀川における希少種の生息・生育環境に配慮します。 
３ 歴史・文化   ： 現存する江戸期の堀は貴重であるため、道路工事の影響を最小限にとどめ、歴史的な情緒ある空間を新たに創出します。 
４ まちづくり ： 高知市が進める「歴史と文化を感じさせる風情あるまちづくり」に寄与します。 

電車通りより北側区間 

Ａ 

Ｂ 

Ａ Ｂ 

日の当たる水面幅 

18.3m 

日の当たる水面幅 

11.0m 
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